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多様な学問分野を自在に横断しつつ、それらの十全な理解と内在的な批判に基づいて、スケールの大きな新たな一般
理論を構想している点にある。 
 たとえば、本論文が理論構築の叩き台として俎上に載せるルーマンの法システム論について見ても、それが裁判官
中心の「法の自己観察」理論となっている点を鋭く指摘し、その原因が「裁判官は法的決定の当事者の将来に対する
具体的帰結を考慮する必要はないし、するべきでもない」というルーマンの裁判観にあることを見通している。ルー
マン自身は、そうした具体的帰結の考慮が裁判官に過重な負担を負わしめ、法システムの円滑な作動を妨げることに
なるという考えにもとづき、意図的に、法律要件に適合する事態の存否の判断のみに裁判官の役割を限定しているの
だが、それが結果として、司法制度の「紛争解決」機能が持つ拡がりを十分に理論化できないという欠陥をもたらす
ことにもなっている。ルーマン理論のそうした側面を的確に見てとった上で、新たな理論構築の方向を目指す本論文
は、最近のルーマン研究のなかでもとりわけ高い水準にあり、ドイツ本国でもこれだけ充実した理論研究はあまり見
られないと言える。 
 また、本論文の試みは、法律学や司法制度それ自体にかかわる研究に対しても、大きな意義を有するものである。
法の「内部観測」理論は、判決ないし決定といった法的決定の瞬間を捉えるための理論として、次の側面に新たな光
を当てる。法的決定が行われる瞬間には、内部観測者である裁判官は、他の内部観測者である当事者に対する帰結を
多かれ少なかれ考慮している。裁判官は、当事者がそれぞれユニークな存在であり、またそれぞれ能動的に行動する
存在であるということを考慮することなしに、法的決定を行うわけではない。そこで、場合によっては、当事者の能
動性によって、事実上、当事者が法的決定のイニシアティブを握ることも起こりうるのである。本論文の試みは、こ
れまで十分に理論化されてきたとは言えない、裁判実践のこうした側面に光を当てることにより、裁判官中心の一焦
点的な法律学や司法観を、複数の当事者を視野に収めた多焦点的なそれへと転換させるための端緒ともなり得るもの
である。 
 以上により、本論文は、審査員全員が「法の内部観測理論」という新たな学問分野を開拓した意欲的かつ野心的な
研究であり、方法論上の綱領的性格を持つ独創的な研究成果として、十分に博士の学位を授与するに値すると評価し
たものである。 
